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　去る 9 月 5 日（日曜日），耳鼻咽喉科専門医認定試験でお馴染の霞が関ビルに
おいて『第 1 回頭頸部がん専門医認定試験』が行われました。頭頸部がん専門医
は日本頭頸部外科学会が母体となって 2009（平成 21）年 4 月に耳鼻咽喉科専門
医初のサブスペシャルティーとして発足した制度です。記念すべき第 1 回は 165 
名と多数の受験者を迎えることができました。頭頸部外科は，ともすれば『きつ
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』の 5K 職場と称され，その存続が危惧
されている職種ですが，多くの大学の耳鼻咽喉科で入局者が減少するなか，頭頸
部がん専門医の発足に歩調を合せて日本頭頸部外科学会の会員数はここ数年で
約 400 名増加しています。本制度の発足が頭頸部外科を目指す耳鼻咽喉科医の増
加や頭頸部癌診療施設の集約化など，頭頸部がん診療の今後の発展につながるこ
とを期待しています。
　さて，本号の特集は『表在癌の新しい対応』です。既に胃や食道では，上部消
化管内視鏡を使った切除が早期癌に対する標準的な治療の一つとなっています
が，最近では，拡大内視鏡や NBI の登場により，中咽頭や下咽頭においてもきわ
めて早期の癌（表在癌）が発見されることが多くなってきました。特集では，こ
うした表在癌の取り扱いについて本邦の第一人者の先生方にご解説いただいてい
ます。Current Article は曾根三千彦先生の MRI による内耳障害の診断です。3T
（テスラ）MRI の登場により，従来は聴神経腫瘍の鑑別が主目的であった MRI で，
内耳の炎症性疾患の診断も可能となってきました。シリーズ『知っておきたい生
理・病態の基礎』は米澤宏一郎先生・他の『咀嚼の生理と病態』です。ご存じの
ように本年 4 月の保険改正で内視鏡下嚥下機能検査が保険収載されました。これ
まで嚥下にご興味のなかった先生方にも，これを機会にぜひ嚥下障害に積極的に
取り組んでいただきたいと思います。鏡下囁語は加我君孝先生による『齋藤茂吉
先生の留学記』です。各医局とも医師不足や経済状況の悪化により，留学に出す
のはなかなか難しくなりました。一方，企業でも同様とのことですが，最近の若
者は内的で，留学や海外勤務の話をされても尻ごみする人が多いらしいですね。
確かに留学には不安やプレッシャーがつきもので，決して楽しいことばかりでは
ありませんが，他人の飯を食うことはきっと役に立つはずです。若い先生方には，
折角チャンスを貰えたら，ぜひチャレンジして欲しいと思います。
　 （丹生健一）
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